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第30回「試験」合格者の状況

●合格者数＝108名（合格率 9.8％）

※1～30回試験の平均合格率は、14.6％

●合格者の状況

１）男女比：男性 6名(5.6％)、女性102名(94.2％)

２）平均年齢：46.0歳

３）手話学習年数：平均 13.1年

４）受験回数：平均 3.4回

５）派遣事業登録：有＝77.8％、なし＝17.6％

６）登録年数＝平均 6.7年



手話通訳士の状況（2019/02/27現在）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳～ 計 平均

男性 6 49 103 124 135 19 0 436 53.5歳

女性 25 197 647 1,207 958 214 11 3,259 55.6歳

計 31

0.8%

246

6.7%

750

20.3%

1,331

36.0%

1,093

29.6%

233

6.3%

11

0.3%

3,695

100.0%
55.3歳

1）登録数＝ 3,695名
男性＝436名（11.8％）、女性＝3,259名（88.2％）

2）年齢構成

3）手話通訳者の年齢構成
（全国手話通訳問題研究会/雇用された手話通訳者の労働と健康についての実態調査報告書/2015）
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0.3%



●手話通訳士の就労状況
（全国手話通訳問題研究会/雇用された手話通訳者の労働と健康についての

実態調査報告書/2015年10月調査より）

１）雇用された手話通訳者1,099人のうち、

手話通訳士は、590人（53.7％）。（同報告書/p.23）

２）手話協力員・職業相談員163人のうち、

「手話通訳士資格あり」は、70人（78.6％）（p.38）
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採点評価（聞取り通訳試験）

１ 正確さ
試験問題文（音声）の展開がつかめていて、適切な翻訳が出
来ているか。

２ 表現能力
（１）表現力
日本語の意味に合致した適切な手話が選択されており、人称
と数に対する一致など、手話の形態論的な特徴が活かされてい
るか。
（２）円滑性・速さ
手話としての文がつながっており、大きな脱落がなく、リズ
ムや間のとり方、視線や首・肩の動きなどの構文的な活用があ
るか。
（３）態度
視線がカメラ方向に向けて安定しており、伝達への意欲や表
現の明確さなど通訳者としての適切な構えが認められるか。



採点評価（読取り通訳試験）

１ 正確さ
試験問題（手話）の展開がつかめていて、適切な翻訳が出
来ているか。

２ 表現能力
（１）表現力
一つひとつの文が完結しており、また、日本語として自然
な表現ができており、かつ、細部のニュアンスや雰囲気を伝
達しているか。
（２）速さ
聞きやすい速さで読み取っており、不自然な間がなく、文
の区切りが適切に表示されているか。
（３）明瞭性
発音・発語が明瞭で文末まできちんと発話ができ、声の調
子やトーンが使い分けられているか。



●平成6年度 手話通訳士養成カリキュラム開発・

テキスト作成事業報告書（全日ろう連/P.42）より



●平成6年度 手話通訳士養成カリキュラム開発・

テキスト作成事業報告書（全日ろう連/P.43）より



●実践能力修得の段階（薄井坦子）

知る段階   

身につける段階   

使う段階   

  
体験を通じて
修得する

体験を通じて
修得する

学校で 修得する

看護観 表現技術

「科学的な看護実践とは何か（下）」薄井坦子著／現代社／34㌻



●手話通訳士・者に係る主な社会調査

１【手話通訳実態調査】手話通訳制度化調査検討委員会

1984（Ｓ59）年

２【手話通訳者の実態と健康についての全国実態調査】

全国手話通訳問題研究会・1990（Ｈ２）～5年ごと実施

３【手話通訳者・奉仕員の養成・派遣制度に関する調査および
手話通訳士実態調査】日本手話通訳士協会・1993（Ｈ５）年

４【手話奉仕員の手話通訳技術レベルの全国実態調査】

手話通訳士養成カリキュラム開発委員会・1994（Ｈ６）年

５【手話通訳ニーズ調査】【手話通訳事業所調査】

全日本ろうあ連盟（再構築検討委員会）・2005（Ｈ17）年

６【手話通訳士及び手話通訳者の役割、業務の明確化に関する
検討事業】日本手話通訳士協会・2007（Ｈ19）年



実態調査事業委員会

委員長

植村 英晴（日本社会事業大学 教授）

委員

石野富志三郎（全日本ろうあ連盟理事長）

市川 恵美子（全国手話通訳問題研究会運営委員長/故人）

小椋 英子（日本手話通訳士協会会長）

高岡 正（全日本難聴者・中途失聴者団体連合会 理事長）



●今回の調査概要

◆対象者：２,３０６人

◆回答数：１,３２６人【回答率】５７．５％

◆調査日：平成21（2009）年9月

◆調査票：４つの調査票

① 【基礎調査票】

② 【Ａ】資格を活かした職業に就いている者

③ 【Ｂ】派遣事業に登録している者

④ 【Ｃ】講師活動している者



基礎調査「性別」

（１１５人）

（１１４５人）

（３０人）



基礎調査「年齢」

2.8 

14.3 

33.0 

37.7 

10.9 

0.5 1.5 

0.0 

5.0 

10.0 

15.0 

20.0 

25.0 

30.0 

35.0 

40.0 

20 30 40 50 60 70以上 無回答
年齢

％

平均年齢：49.5歳



基礎調査「資格取得後の年数」

36.2

14.0 15.1
12.1

14.2

6.9

1.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

3未満 3～5 5～10 10～15 15～20 20以上 無回答
年数

％

３年未満：36.2％
５年未満：50.2％



基礎調査「受験回数」

29.3
26.6

18.8

8.4
6.7

3.3 2.4 1.4 0.9 0.9 0.6 0.7
0.0

5.0
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
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無
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回数

％

１～３回：74.7％
平均回数：2.8回



基礎調査「合格までの学習年数」

9.0

33.8
36.7

11.5

5.4
2.4 1.1
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5.0
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1～5 5～10 10～15 15～20 20～25 25以上 無回答
年数

％

５年未満：9.0％
平均年数：10.5年



基礎調査「学習の機会」（重複回答）

67.2
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基礎調査「５年未満で４回以内で合格」

奉仕員養
成講座の

み

手話通訳
者講座の

み

専門学校
等のみ

受験回
数
１回～
４回

17.5％ 11.3％ 66.9％



基礎調査「職業」

学生 公務
員

（正）

公務
員

（非）

団体
（正）

団体
（非）

会社
員

（正）

会社
員

（非）

無職 自営
業

人数 ５ １２１ １９７ １５１ １４３ １０４ ６０ ２６６ ５０

％ 0.4 9.1 14.9 11.4 10.8 7.8 4.5 20.1 3.8



基礎調査「取得している他資格」

4.5
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その他の主な職種＝教員：2.3％、心理職関係：1.0％、幼稚園教諭：0.9」％

％



基礎調査「士資格を活かしての就労」

5.0

59.4

35.6

就いている
（４７２人）

就いていない
（７８８人）

無回答
（６６人）

手話通訳職だけでなく、ろう学校教員、聴覚障害者施設職員含む



「資格を活かした職業に就いていない理由」

表1-11-1 手話通訳士資格を活かした職業に就いていない理由
回答者数788人

募集がない 生活できない 考えていない その他 無回答

人
数

170 129 251 174 64

％ 21.6 16.4 31.8 22.1 8.1 



「資格を活かした職業に就いていない理由」

理 由（自由記述） 人数

① 他の仕事をしているため 60

② 年齢 30

③ 病気・体調に不安 17

④ 育児・子育て中 16

⑤ 登録手話通訳に従事 16

⑥ 家族介護 11

⑦ 家事 家庭 7

表1-11-2 就いていない理由（その他自由記述）



手話通訳派遣事業への登録

81.3

13.6

5.1

登録あり
（１,０７９人）

登録なし
（１８０人）

無回答



登録なし（180人）の理由（重複回答）

以前し
ていた

士だけ
で登録
不可

したくな
い

その他 無回答

人数 １１７ １３ ９ ４４ ３

％ 65.0 7.2 5.0 24.4 1.7

理由：育児、家族介護、年齢、設置業務に就いている等



基礎調査「手話講習会等での講師活動」

している
44%

していな

い
51%

無回答
5%



基礎調査「講師活動の無い場合の理由」

表1-15-1 手話講習会等における講師活動の無い場

合の理由 回答者数676人

以前し
ていた

士資格
だけで
はでき
ない

講師の
訓練な

し

したくな
い

その他 無回答

人
数

252 22 169 62 128 43

％ 37.3 3.3 25.0 9.2 18.9 6.4 



基礎調査「専門的な通訳の経験」
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47.4
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司法 政見放送 大学等 テレビ



手話通訳士資格を取得した現在の所感

57.7 56.4 53.7
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基礎調査「研修会への参加状況」

16.5
21.0

46.5

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

国リハ専門研修 全国手話研修センター 日本手話通訳士協会

あり　　　％

年間１回
４泊５日

年間４回
４泊５日

年間３回
１泊２日



調査票Ａ「就労先」

42.3

16.0

8.5 7.9
3.9 3.1 1.7

16.6

0.0
0.0
5.0
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15.0
20.0
25.0
30.0
35.0
40.0
45.0

行
政

機
関

情
提

施
設

聴
覚

障
害

者
団

体
社

会
福

祉
協

議
会

企
業

福
祉

公
社

・事
業

団
他

の
障

害
者
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体
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無
回

答



調査票Ａ「身分」



調査票Ａ「就職先別身分の割合」

88.5

46.7

68.4
48.6

41.2
33.3

50.0

64.5

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

無回答％

非正職員％

正職員％



調査票Ａ「職名」（回答者425人）

職名 人数 ％

手話通訳 １８９人 ４４．５％

相談員 ３１人 ７．３％

嘱託・非常勤 ２８人 ６．６％

事務 ２３人 ５．４％

コーディネーター １５人 ３．５％

支援員・指導員 ９人 ２．１％

支援専門員 ２人 ０．５％

手話協力員 １２人 ２．８％

その他 １１６人 ２７．３％



職名に「手話通訳」を含むもの

①手話通訳、②手話通訳者、③専任手話通訳、

④専任手話通訳者、⑤手話通訳（日雇い）、

⑥非常勤手話通訳、⑦手話通訳嘱託員、⑧手話通訳士、

⑨嘱託（手話通訳士）、⑩特別臨時職員・設置手話通訳

者、⑪主任手話通訳士、⑫専従手話通訳者、

⑬手話通訳業務嘱託員、⑭営業補助・手話通訳、

⑮行政職主任（手話通訳士）など



調査票Ａ「従事年数」

18.8
20.1

6.7

11.4

0.7

24.1

16.3

32.8

13.0

10.2

2.1
0.6

11.4

17.4
13.4

0.9

0.0
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-1

5年

15
-2

0年

20
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年

以
上

 不
明

正職員％

非正職員％



調査票Ａ「給与（月額）」

295960

148825

246790

125222
166783

0
50000

100000
150000
200000
250000

300000
350000
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団
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正
職

員

団
体

非
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職
員

全
体

平均月額：166,783円



調査票Ａ「業務内容」
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調査票Ａ「業務頻度」（１か月あたり）

業務 頻度（件数） ％

手話通訳業務 １１．８件 ２２．２％

相談業務 ９．９件 １８．６％

コーディネート業務 １１．６件 ２１．８％

手話指導業務 ３．１件 ５．８％

事務 １６．８件 ３１．６％



調査票Ａ「業務の課題」（重複回答）

27.8 27.2
22.2

16.0

36.3

22.6
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調査票Ａ「手話通訳業務の課題」

26.8 25.5

18.1

36.9
41.6

46.3

30.1 30.1
26.2

39.2

59.0

19.0

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

制度周知 上司理解 悩み相談 研修 賃金 職員増

正職員　％

非正職員％

正職員＝１４９人、非正職員＝３３２人



調査票Ａ「業務の課題」（自由記述）

① 業務環境の改善

○ 手話通訳以外の業務が大半を占め、正式には通

訳としての業務は任されていないこと。

○ 今は上司の理解があり、幅広く業務を行えている

（企画等も含めて）が、上司がかわるとどうなるかの

不安は残る。

○ 要綱が通訳のみに限定されており、常に上司に確

認しながら自己努力で業務を広げている。



調査票Ａ「業務の課題」（自由記述）

⑥ 多忙・業務過重の解消

○ コーディネートから相談、自らの派遣、また、講習会

関連業務が手話・要約筆記それぞれに発生し、業務過

多となっている。登録者数の不足。

○ 窓口業務兼務。裁判・相談等、内容の濃い通訳を終

えて席に戻っても、休めないまま、窓口の仕事に入る。

その辺りのことが、周りの人には分かってもらえてな

い。どう話すと分かってもらえるのか苦慮している。



調査票Ａ「士資格をさらに活かすために」
（自由記述）

種類 人数

専門職としての社会的承認 ４０人

待遇改善・身分保障 ３３人

資格・事業の法的確立 １９人

業務の改善 １８人

理解の拡大 １７人

正職員としての採用 １５人

研修の保障 １３人

その他 ５７人



調査票Ｂ「登録先の事業所」（重複回答）

登録先1 登録先2 登録先3 登録先4 登録先5

都道府県 202 32 8 2 1

都道府県社会福祉協議会 9 4 1 0 0

聴覚障害者情報提供施設 252 60 7 0 0

身体障害者団体 26 17 4 0 0

聴覚障害者団体 172 118 25 3 0

市町村役所 295 312 81 23 12

市町村社会福祉協議会 84 49 26 6 4

その他 48 58 28 6 1

合計 1,088 650 180 6 18

登録年数平均（年） 11.3 9.8 6.9 4.8 3.7



調査票Ｂ「１か月間で行った派遣」
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調査票Ｂ「領域ごとの派遣内容」
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調査票Ｂ「派遣手当の平均月額」
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調査票Ｂ「１時間あたりの報酬」
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調査票Ｂ「登録研修」

登録先の手話通訳派遣事業所主催の研修会
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派遣事業についての意見（自由記述）

待遇改善 身分保障 70人

制度・業務の改善 67人

コーディネ－ト機能の向上 48人

研修の保障 35人

専門職としての社会的承認 19人

手話通訳者の養成・確保 15人

依頼が少ない 14人

その他 72人



調査票Ｃ「士養成講座での講師」
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調査票Ｃ「１か月間の講師活動」
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調査票Ｃ「講師手当の平均月額」
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調査結果を受けて

【１】手話通訳士の養成・教育

１．手話通訳士養成システムの制度化とカリキュラムの確立

２．手話通訳士養成講師の確保及び手話通訳士養成のための

テキスト・教材の開発・確保

【２】手話通訳士の資格認定・資格登録

手話通訳士の常用雇用制度の確立

【３】手話通訳士の事業所への雇用または登録

【４】現任研修
時間的・経済的に負担が少ない研修




